
D
M
A
T
山
口
県
７
次
隊 

出
動
報
告

　

令
和
6
年
元
旦
に
石
川
県
で

地
震
が
あ
っ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
の

記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

震
源
は
石
川
県
能
登
地
方
で

地
震
の
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
は
7.6
で
し
た
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、熊
本
地
震
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
は
7.3
だ
っ
た
の
で
、

か
な
り
の
地
震
の
規
模
で
す
。

こ
の
地
震
で
石
川
県
は
多
大
な

被
害
を
受
け
た
為
、被
災
地
で
の

医
療
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
支
援
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
は
、D
M
A
T（
災
害
急
性

期
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を

持
っ
た
医
療
チ
ー
ム
）を
有
し
て

い
る
為
、被
災
地
で
医
療
支
援
を

行
っ
て
欲
し
い
と
山
口
県
よ
り

派
遣
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、山
口
県
７
次
隊
と

し
て
石
川
県
に
あ
る
能
登
町
保

健
医
療
福
祉
調
整
本
部
で

2
/
1
〜
2
/
4
ま
で
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
地
震
で
あ
っ
た
為
、

発
災
か
ら
1
カ
月
経
っ
て
も
家
屋

が
全
壊
し
て
い
る
状
態
が
多
く

見
ら
れ
、道
路
は
陥
没
の
状
態

が
続
い
て
お
り
、被
災
の
状
況
が

過
酷
だ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。ま
た
、活
動
中
に
何
度
か

余
震
が
あ
り
常
に
気
が
抜
け
な
い

状
況
で
し
た
。能
登
町
保
健
医
療

福
祉
調
整
本
部
で
は
本
部
で
の

活
動
を
任
命
さ
れ
、現
地
で
派
遣

活
動
し
て
い
る
様
々
な
チ
ー
ム

か
ら
の
情
報
を
集
約
、そ
の
内
容

を
ま
と
め
て
本
部
内
に
共
有
し
、

翌
日
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。現
地
の
情
報
一
つ
一
つ
が

被
災
さ
れ
た
方
に
繋
が
る
と
思

う
と
、と
て
も
重
み
の
あ
る
大
切

な
活
動
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
7
次
隊
で

山
口
県
か
ら
の
D
M

A
T
隊
派
遣
が
終
了
す
る

為
、情
報
の
間
違
い
や
抜
け

が
無
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
、現
地（
能
登
）の
方
々
で

構
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
に
引
継

ぎ
を
行
い
ま
し
た
。

　

無
事
に
活
動
が
終
了
し
、関
門

医
療
セ
ン
タ
ー
に
帰
還
し
た
際

に
は
、夜
中
に
も
関
わ
ら
ず
沢
山

の
職
員
の
方
々
が
出
迎
え
て
頂
い

た
こ
と
が
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。派
遣
活
動
中

で
は
、D
M
A
T
隊
だ
け

で
は
無
く
、他
の
チ
ー
ム
と

の
連
携
も
沢
山
あ
り
、

人
の
繋
が
り
が
と
て
も

大
事
な
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。ま
た
、家
族
や
職
場

の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

D
M
A
T
隊
と
し
て
活
動

で
き
た
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。今
回
の
派
遣
活

動
で
学
ん
だ
内
容
を
院
内

で
共
有
し
、有
事
の
際
に

し
っ
か
り
と
対
応
出
来
る

よ
う
に
災
害
訓
練
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、現
地
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

思
い
ま
す
が
、一
日
も
早
い

復
興
を
願
って
お
り
ま
す
。

　
（
今
回
の
派
遣
で
は
、延
べ

1
0
0
0
を
超
え
る
D
M
A
T

隊
が
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て

お
り
、被
災
地
で
の
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。）

副 島 慶 輝 副 島 慶 輝

冨 田 周 作

人工ペースメーカー外来
リウマチ外来
不妊症外来
難聴 ・ 補聴器外来
ペインクリニック
頭痛外来
スポーツ外来
膝関節外来
健康診断
機能的脳神経外科
手の外科
足の疾患センター
骨軟部腫瘍
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

総合診療

精神科（予約制）【G5】

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）
女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

脳神経外科
機能的脳神経外科（毎月最終水曜日（予約制））

消化器内科

外科
消化器外科
呼吸器外科
内視鏡外科

肝臓内科

心臓血管外科
足の疾患センター（予約制）

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科【Ｈ２】

麻酔科・ペインクリニック

整形外科

リウマチ科

皮膚科（予約制）
形成外科

泌尿器科

眼科（予約制）

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４

生活習慣病センター

板 敷 康 隆

早 野 智 子

鳥井　亮（非）

脳神経内科
（午後外来は予約制）

吉 田 　 晋

藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
栗山龍太郎
土 肥 悠 暉
峯 　 孝 友

村 上 直 子
田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

松井久未子 松井久未子
（再来のみ）鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

濵 田 頼 臣 濵 田 頼 臣
大 谷 　 望

田中信一郎
尾本雅俊（非）

吉 野 茂 文

坂 口 栄 樹

藤 田 文 彦
福 井 健 彦

伊原公一郎
坪 根 　 徹

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望大 谷 　 望

頴原　隆（非） 頴原　隆（非）

田中信一郎

吉 田 　 晋 林 　 弘 人
矢 原 　 昇

藤 田 文 彦

栗山龍太郎
篠 原 道 雄

北 　 仁 志
（術前診察）

北 　 仁 志
（術前診察）

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齋藤剛（非）

若 林 祐 介 若 林 祐 介

鶴 　 政 俊
（再来のみ）
周 山 拓 也
板 敷 康 隆

長島由紀子

早 野 智 子

神田英樹（非） 生嶋一成（非）

押部奈美子

冨 田 周 作

矢 原 　 昇 坂 本 和 彦

坂 口 栄 樹

山 本 常 則 山 本 常 則

村 上 雅 憲
村 上 雅 憲

村 上 雅 憲

藤 田 文 彦
北 　 仁 志

峯 　 孝 友
坪 根 　 徹

峯 　 孝 友

田 原 晋 作 田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介

鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆
早 野 智 子
濵 田 頼 臣
大 谷 　 望

田中信一郎

天野美和（非）
城野喬史（非）

田中信一郎
押部奈美子

田中信一郎
池川　眞之

山 下 勝 弘
藤岡裕士（非）

山 下 勝 弘

坂 本 和 彦
鈴木有十夢

小 川 　 亮
原 野 　 恵

千 原 大 典
坂 口 栄 樹

坂 口 栄 樹
戒 能 聖 治

原 野 　 恵
千 原 大 典

吉 野 茂 文

長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊
河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊河 村 光 俊

内 本 亮 吾

伊原公一郎
篠 原 道 雄
土 肥 悠 暉

村 上 直 子

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

高須啓之（非）

牧 　 隆 司

林 　 公 一
松 本 泰 幸
担 当 医

下村尚子（非）

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

下村尚子（非）

松 本 裕 美
田代朋子（非） 松 本 裕 美 松 本 裕 美松 本 裕 美 田代朋子（非）

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前（再来）

午前

（新来）
（再来）

（再来）

午前

午前

午前

午後

午前（新来）

午前

午前

午前
午前
午後

午後

午前

午前

午前
午前

午前

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間

午前

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん消化器・
肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター

生活習慣病センター

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

心理カウンセリング（予約制）

　　（新来）
　　（再来）

（10時から） （10時から） （10時から）（10時から） （10時から）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

（新来）午前

　　（再来）午後

佐 藤 　 穣佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

播 磨 　 希 播 磨 　 希 播 磨 　 希
（再来のみ） 播 磨 　 希 播 磨 　 希

戒 能 聖 治
小 川 　 亮

２０２４年5月１日

外来診療担当医一覧表

診療受付時間 ： 午前8：30～11：30
　　　　　　   午後（各診療科外来にお問い合わせください）
※休診日：土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始（12/29～1/3）

〒752-8510　下関市長府外浦町1番1号
国立病院機構 関門医療センター

★代表

★地域医療連携室（医療関係者専用）

★透析センター

TEL（083）241-1199
FAX（083）241-1301
TEL（083）241-1191（2561）
FAX（083）241-1302
FAX（083）241-1308

https://kanmon.hosp.go.jp/

（　　 ）11時以降
予約のみ

（受付時間11時まで）

赤字は今月の変更分です。

令和6年5月①

257号 発行所 / 下関市長府外浦町1番1号　国立病院機構 関門医療センター　発行責任者 / 病院長 吉野　茂文　印 刷 / ㈱アートネクスト

Speed
Standard&Safety

Smile

令和6年5月 ④

鄭 　 泰 秀 篠 原 陽 太鄭 　 泰 秀篠 原 陽 太
鄭 　 泰 秀

鄭 　 泰 秀
篠 原 陽 太 篠 原 陽 太 篠 原 陽 太 鄭 　 泰 秀

石田　朋行
いしだ ともゆき

主任臨床工学技士
DMAT隊員

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

出発時のDMAT隊
（西村Ns・山口Ns・千原Dr・石田ME）

現地でのミーティングの様子

DMAT隊員

日本医師会（JMAT） 石川県保健師

能登町役場職員



どひ ゆうき

土肥　悠暉
診療科：整形外科

天狗岳に登頂

令和6年5月 令和6年5月③ ②

　

当
セ
ン
タ
ー
の
雰
囲
気

や
看
護
の
実
際
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、看
護

学
生
や
当
セ
ン
タ
ー
へ
就
職

希
望
の
方
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、病
院
見

学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

3
月
か
ら
現
在
ま
で
に

33
名
の
参
加
が
あ
り
、

看
護
体
験
や
先
輩
の
話
を

通
し
て
、関
門
医
療
セ
ン

タ
ー
の
看
護
や
働
く
職
員

の
雰
囲
気
を
実
際
に
体
験

で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
見
学
会
は
、定
期

開
催
以
外
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、左
記
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。看
護

学
生
や
、当
セ
ン
タ
ー
へ

就
職
希
望
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

食
道
が
ん
の
治
療
は

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

る
肝
不
全
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

10
代
の
若
い
世
代
を
中
心
に
オ
ー

バー
ド
ー
ズ
が
増
加
し
て
お
り
、高
校
生

を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、過
去
1
年

以
内
に
市
販
薬
を
乱
用
し
た
経
験
の

あ
る
人
の
割
合
は
、約
60
人
に
一
人

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。背
景

に
は
、家
庭
や
学
校
等
で
感
じ
て
い
る

「
つ
ら
い
気
持
ち
」が
あ
り
、そ
れ
を
和

ら
げ
る
た
め
に
市
販
薬
に
頼
って
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
が

問
題
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
ま
す
。市
販

薬
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
や
め
ら
れ
な

い
場
合
は
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

公
的
な
相
談
機
関
、保
健
所
、医
師
、

薬
剤
師
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小山　朋子
こやま ともこ

副薬剤部長

　

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

（
O
v
e
r 

d
o
s
e
）と
は
、薬
を

使
う
と
き
の
１
回
あ
た
り
の
用
量

（
d
o
s
e
）が
過
剰
で
あ
る

（
o
v
e
r
）こ
と
、ま
た
は
薬
物
の

過
剰
摂
取
に
及
ぶ
行
為
の
こ
と
を
さ

し
て
い
ま
す
。近
年
、薬
局
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
購
入
で
き
る
風
邪
薬
や

咳
止
め
な
ど
を
大
量
・
頻
回
に
使
用

す
る
、市
販
薬
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

市
販
薬
で
あ
っ
て
も
、過
剰
に
摂
取

す
る
と
体
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。咳
止
め
や
風
邪
薬
に
は
、麻
薬

に
似
た
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、依
存
性
の
強
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。薬
の
使
用
を
繰
り
返
す
う

ち
に
、そ
れ
ま
で
の
量
で
は
効
か
な
く

な
り
、さ
ら
に
服
用
を
続
け
、薬
に
依

存
し
て
し
ま
う
な
ど
、自

力
で
は
や
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ま
た
市
販
薬

な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
フ
ェ

イ
ン
の
大
量
摂
取
に
よ

る
致
死
性
不
整
脈
や
、

解
熱
鎮
痛
剤
で
あ
る
ア

セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
に
よ

　

こ
の
た
び
関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、

日
本
食
道
学
会
が
定
め
る
食
道
外
科

専
門
医
認
定
施
設（
全
国
140
か
所
、

山
口
県
2
か
所
）に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。認
定
施
設
に
認
定
さ
れ
る
た
め

に
は
、食
道
疾
患
症
例
の
入
院
に
よ
る

診
断
・
治
療
が
5
年
間
で
100
例
以
上
、

こ
の
う
ち
食
道
外
科
手
術
が
50
例

以
上
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、ま
た
食
道
外
科
専
門
医
で
あ
る

修
練
責
任
者
が
常
勤
し
て
い
る
こ
と
、

放
射
線
治
療
施
設
が
完
備
し
て
い
る

こ
と
な
ど
も
認
定
要
件
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎
年
10
例
前
後

の
食
道
が
ん
の
手
術
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
胸
腔
鏡
と
い
う
内
視

鏡
で
の
手
術
で
、小
さ
な
傷
で
手
術
が

可
能
で
す
。
ま
た
本
年
2
月
か
ら

最
新
式
の
放
射
線
治
療
装
置「
ラ
デ
ィ

ザ
ク
ト
」が
稼
働
し
て
お
り
、が
ん
の

所
だ
け
に
効
率
的
に
放
射
線
を
照
射

す
る
こ
と
が
出
来
、食
道
が
ん
の
治
療

に
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
セ
ン
タ
ー
は
豊
富
な

食
道
が
ん
の
治
療
経
験
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
食
道
が
ん
の
治
療
は
認
定

施
設
の
関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。

若
年
者
の
市
販
薬
の
過
量
服
用

（
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
）

Ｑ 

出
身
地
は
？

長
野
県
松
本
市
で
す
。北
ア
ル
プ
ス
、上
高
地
、

美
ヶ
原
と
い
っ
た
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

場
所
で
す
。国
宝
松
本
城
を
中
心
と
し
た
城
下

町
の
風
情
を
残
す
町
並
み
も
残
っ
て
い
ま
す
。

高
校
・
大
学
、そ
し
て
初
期
研
修
の
2
年
間
を

岡
山
県
で
過
ご
し
、結
婚
を
機
に
山
口
県
へ

参
り
ま
し
た
。

Ｑ 

今
、行
き
た
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
？

せ
っ
か
く
山
口
県
へ
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
、

こ
の
辺
り
の
温
泉
巡
り
を
し
て
み
た
い
で
す
。

Ｑ 

医
者
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
？

幼
い
頃
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
好
き
で
憧
れ
て
お
り
、

考
古
学
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ 

今
の
診
療
科
を
選
ん
だ
理
由
は
？

初
期
研
修
医
時
代
を
地
域
密
着
型
の
市
中
病
院
で
過
ご
し
、

訪
問
診
療
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
か
ら
救
急
業
務
ま
で
、幅
広
く

経
験
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
予
防
医
学
や
リ
ハ
ビ
リ
の
観
点

か
ら
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コペニ
ア
に
関
わ
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
、整
形
外
科
・リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を

志
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ 

ど
ん
な
学
生
で
し
た
か
？

水
泳
部
、ス
キ
ー
部
、ヨ
ッ
ト
部
、自
転
車
同
好
会
に
属
し
て
い
ま

し
た
。そ
の
他
に
も
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ・
登
山
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
。

　

桜
の
季
節
と
共
に
、今
年
度
も
7
名
の

新
人
看
護
師
を
迎
え
ま
し
た
。

　

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、新
人
看
護
師
に

入
職
か
ら
約
１
週
間
、看
護
技
術
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
副
看
護
師
長
や
経
験
豊
か
な

先
輩
看
護
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、技
術
の

コ
ツ
を
学
び
、シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
注
射
や

採
血
の
練
習
を
行
い
、患
者
さ
ん
へ
安
全
な

看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。ま
た
、正
面
玄
関
に
て「
患
者
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
お
も
て

な
し
の
心
を
養
う
事
、関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
の

職
員
と
し
て
自
覚
を
も
つ
こ
と
」を
目
的
と

し
て
、イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

外
来
患
者
さ
ん
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

中
で
、患
者
さ
ん
か
ら「
頑
張
っ
て
ね
」と
笑
顔

で
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、緊
張
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
新
人
看
護
師
た
ち
に
も
笑
顔
が
み
ら
れ

ま
し
た
。イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
通
し
て
、

よ
り
一
層「
チ
ー
ム
関
門
」の
一
員
と
し
て
の

自
覚
が
深
く
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
た
く

さ
ん
の
経
験
を
重
ね
、一
人
前
の
看
護
師
と

し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。緑
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が

新
人
看
護
師
の
目
印
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
食
道
外
科
専
門
医
認
定
施
設
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

吉野　茂文
よしの しげふみ

病院長

福田　美代子
ふくだ みよこ

教育担当看護師長

病院見学会・インターンシップを開催しています

病院見学会の様子

インターンシッ
プ・見学会の申し
込みは、上記の
二次元コードよ
りアクセスくだ
さい。

新
人
看
護
師
を
迎
え
ま
し
た

新
人
看
護
師
を
迎
え
ま
し
た

最新の放射線治療装置「ラディザクト」

食道がんの部分だけに放射線を照射します（赤い所）

右開胸による
食道手術の大きな傷

胸腔鏡手術の小さな傷
（右側の胸に数か所の傷）


